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町
で
は
、｢

地
域
の
足
と

し
て
、
町
民
の
心
と
心
を
つ

な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
ほ
し

い｣

と
の
願
い
を
込
め
て
、

昨
年
四
月
か
ら
東
北
地
区
で

町
民
バ
ス
の
運
行
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

上
北
地
区
で
も
平
成
十
五

年
度
か
ら
運
行
さ
れ
て
お
り
、

両
地
区
と
も
町
民
の
方
々
よ

り
、
た
い
へ
ん
便
利
に
な
っ

た
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

東
北
地
区
の
町
民
バ
ス
は
、

小
・
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
空
き
時
間
を
活
用
し
て

無
料
で
運
行
し
て
い
る
も
の

で
、
北
総
合
運
動
公
園
を
発

着
点
に
一
日
六
路
線
を
一
往

復
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
の
開
始
か
ら
十
二
月
末

ま
で
の
九
カ
月
間
で
延
べ
三
万
五
千

四
百
七
十
五
人

(

運
行
日
数
百
八
十

六
日)

の
方
々
が
利
用
し
、
上
北
地

区
の
町
民
バ
ス
の
利
用
者
数
の
約
一
・

五
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
者
は
、
自
家
用
車
を

持
た
な
い
お
年
寄
り
の
方
々
が
多
く
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
入
浴
を
は

じ
め
、
役
場
や
農
協
で
の
手
続
き
や

商
店
街
で
の
買
い
物
、
運
動
公
園
で

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
様
々
な
用
途
で
町
民
バ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
東
北
・
上
北
地
区
と
も

に
町
民
バ
ス
が
町
民
の
足
と
し
て
多

く
の
方
が
利
用
し
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
愛
着
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

����������������		

������

������������������



�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

町
民
バ
ス
を
利
用
し
て
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
入
浴
に
来
て
い
た
利

用
者
の
方
々
の
中
か
ら
、
柵

(

し
が

ら
み)

地
区
と
清
水
目
地
区
の
方
々

に
町
民
バ
ス
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ

て
み
ま
し
た
。

○
町
民
バ
ス
が
運
行
す
る
前
は
、
月

に
二
・
三
回
ぐ
ら
い
し
か
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
お
風
呂
に
入
れ
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
、
自
分
の
都
合

に
合
わ
せ
て
来
ら
れ
る
の
で
、
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

○
役
場
や
農
協
な
ど
で
の
手
続
き
な

ど
に
も
来
や
す
く
な
っ
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。

○
お
風
呂
に
来
た
つ
い
で
に
、
買
い

物
な
ど
も
し
て
帰
れ
る
の
で
と
て
も

便
利
で
す
。

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
な
ど
を
す
る
た
め
に
、
総
合
運

動
公
園
に
行
く
と
き
な
ど
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
来
る
と
、

い
ろ
ん
な
地
区
か
ら
人
が
集
ま
っ
て

い
る
の
で
、
知
ら
な
い
人
と
も
友
達

に
な
れ
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

○
車
を
運
転
で
き
な
い
の
で
、
町
民

バ
ス
が
毎
日
運
行
し
て
く
れ
て
便
利

で
助
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
運
行
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
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�� (単位：人)

��� �� �� �� �� �� �� ��� ��� ��� �

���� 860 767 810 772 721 777 912 1,010 1,152 7,781
!"#� 537 435 485 526 424 416 424 470 625 4,342
� � 481 440 372 409 436 401 429 470 538 3,976
$%� 301 448 584 601 618 650 696 621 977 5,496
&'� 693 685 824 635 798 689 648 702 1,099 6,773
()� 602 629 764 627 754 871 912 915 1,033 7,107
� 3,474 3,404 3,839 3,570 3,751 3,804 4,021 4,188 5,424 35,475

*�+, 186 日 ※東北地区は､ １日１路線１往復
-./+ 191 人 ※利用者数は､ 往復の利用者数 (延べ人数) です｡
-./� 3,942 人
�0
�� (単位：人)

��� �� �� �� �� �� �� ��� ��� ��� �

12� 1,641 1,707 1,682 1,578 1,552 1,593 1,718 1,814 2,148 15,433
34� 860 932 994 872 880 979 1,088 1,058 1,161 8,824
� 2,501 2,639 2,676 2,450 2,432 2,572 2,806 2,872 3,309 24,257

*�+, 222 日 ※上北地区は､ 1日２路線２往復
-./+ 109 人 ※利用者数は､ 往復の利用者数 (延べ人数) です｡
-./� 2,695 人
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小
川
原
湖
漁
協
船
ヶ
沢
分
場
漁
業

用
桟
橋
の
安
全
祈
願
と
落
成
祝
賀
会

が
一
月
八
日
、
現
地
で
開
か
れ
、
漁

業
関
係
者
ら
約
六
十
人
が
出
席
し
て
、

新
桟
橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

同
分
場
は
、
シ
ラ
ウ
オ
と
ワ
カ
サ

ギ
の
水
揚
げ
場
と
し
て
使
用
さ
れ
、

旧
桟
橋
は
、
一
九
九
四
年
に
漁
業
者

が
手
作
り
で
設
置
。
し
か
し
、
木
造

の
た
め
、
近
年
は
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
漁
業
関
係
者
か
ら
は
改
築
を

望
む
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

町
で
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
、
昨
年
六
月
か
ら
新
築
工
事
に
着

工
し
、
総
工
費
は
一
億
千
五
百
七
十

六
万
三
千
円
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
で
照
明
灯
を
設
置
し
、
長
さ
百
㍍
、

横
幅
五
㍍
と
な
っ
て
お
り
、
旧
桟
橋

に
比
べ
長
さ
四
十
㍍
、
横
幅
一
㍍
拡

張
し
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
は
、
関
係
者
ら
が
玉
ぐ

し
を
奉
げ
、
こ
れ
か
ら
の
桟
橋
の
安

全
使
用
を
祈
願
し
た
あ
と
、
祝
賀
会

で
は
、
小
川
原
湖
漁
協
の
濱
田
正
隆

組
合
長
が

｢

念
願
の
立
派
な
桟
橋
が

完
成
し
、
荷
さ
ば
き
作
業
な
ど
の
作

業
効
率
が
向
上
す
る
と
思
う｣

と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
竹
内
町
長
が

｢

小

川
原
湖
の
シ
ラ
ウ
オ
・
ワ
カ
サ
ギ
の

価
値
を
高
め
、
地
域
振
興
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い｣

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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平
成
十
九
年
新
年
祝
賀
会
が
一
月

五
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
約
二

百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
は
じ
め
に
出
席
者

全
員
で
町
民
憲
章
の
唱
和
と
町
民
歌

の
斉
唱
し
、
竹
内
町
長
が

｢

地
域
の

知
恵
と
英
知
を
結
集
し
て
、
振
興
策

に
努
め
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
参
り
ま
す｣

と
年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
楢
舘
長
吉
町
議
会
議
長
の
乾

杯
で
祝
宴
に
入
り
、
出
席
者
ら
は
新

年
の
抱
負
と
新
町
発
展
の
展
望
を
語

り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

東
北
町
消
防
団

(

大
坂
宏
団
長)

の
出
初
め
式
が
一
月
六
日
、
東
北
町

南
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
団
員

ら
が
防
火
へ
の
意
識
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

式
に
は
、
団
員
や
消
防
署
員
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら
三
百
二
十
人
、

ポ
ン
プ
車
な
ど
十
八
台
が
参
加
。
竹

内
町
長
ら
か
ら
服
装
や
機
械
器
具
の

点
検
を
受
け
た
あ
と
、
堂
々
の
分
列

行
進
を
行
っ
た
ほ
か
、
勇
壮
な
ま
と

い
振
り
で
は
、
各
分
団
の
代
表
が
三

つ
の
型
の
振
り
を
披
露
し
、
出
席
者

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
竹

内
町
長
が
功
労
者
を
表
彰
し

｢

町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
町
発
展
の

た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い｣

と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)
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▽
吹
越
伍
郎
助

(

東

北
町
消
防
団
副
団
長)

▽
蛯
名
富
治

(

上
北
第
二
分
団
分
団
長)

▽
千
葉

政
彦

(

上
北
第
六
分
団
同)

▽
阿
部

貞
治

(

上
北
第
五
分
団
部
長)

▽
松

山
軍
治

(

東
北
第
一
分
団
同)
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▽
沼
辺
正
男

(

東
北

第
六
分
団
副
分
団
長)

▽
濱
田
正
志

(

同
部
長)

▽
阿
部
均

(

上
北
本
部

分
団
同)

▽
藤
田
晃

(

東
北
第
三
分

団
班
長)

▽
上
�
忠
雄

(

東
北
第
五

分
団
同)

▽
鶴
ケ
崎
勝
彦

(

東
北
第

六
分
団
同)

▽
沼
辺
真
一

(

同)

▽

蛯
名
雅
利

(

上
北
第
二
分
団
団
員)
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▽
新
舘
一
富

(

上
北
第

一
分
団
団
員)

▽
蛯
名
貞
治

(

上
北

第
四
分
団
同)

▽
田
中
三
郎

(

上
北

第
六
分
団
同)

▽
小
笠
原
勝
紀

(

上

北
第
七
分
団
同)

▽
小
笠
原
昭
彦

(

同)

▽
小
笠
原
憲
一

(

同)

▽
沼

澤
光
広

(

同)
▽
榊
泰
司

(

上
北
第

十
分
団
同)

▽
土
橋
和
人

(

東
北
第

二
分
団
同)

▽
甲
地
豊

(

同)

▽
江

刺
家
勇
一

(

東
北
第
三
分
団
同)

▽

上
野
泰
斗(

同)

▽
清
川
裕
樹(

同)

▽
駒
井
晃

(

東
北
第
四
分
団
同)

▽

野
田
頭
博
幸

(

同)

▽
濱
田
克
彦

(

東
北
第
六
分
団
同)

▽
鶴
ケ
崎
年

美

(

同)
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▽
蛯
名
堅
次

(

上
北

第
二
分
団
団
員)

▽
坂
本
広
人

(

上

北
第
五
分
団
同)

▽
寒
川
隆
行(

同)

▽
田
中
三
郎

(

上
北
第
六
分
団
同)

▽
小
笠
原
憲
一(

上
北
第
七
分
団
同)

▽
沼
澤
光
広

(

同)

▽
大
久
保
裕
之

(

東
北
第
一
分
団
同)

▽
沼
山
武
義

(

東
北
第
二
分
団
同)

▽
山
口
竜
也

(

東
北
第
三
分
団
同)

▽
向
井
勝
美

(

東
北
第
五
分
団
同)

▽
鶴
ケ
�
英

礼

(

東
北
第
六
分
団
同)

▽
洞
内
卓

也

(

東
北
第
七
分
団
同)
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七
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
主
催
の

交
通
安
全
も
ち
つ
き
大
会
が
一
月
十

三
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
同
協
会
の
会
員
と
蛯
沢
小

の
児
童
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
年
寄
り

な
ど
約
百
二
十
名
が
参
加
し
て
、
仲

良
く
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。

こ
の
も
ち
つ
き
大
会
は
、
子
ど
も

と
お
年
寄
り
に
、
冬
道
の
交
通
安
全

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

も
ち
つ
き
を
通
じ
て
お
互
い
に
交
流

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
行
な
わ
れ
た

も
の
で
す
。

会
場
で
は
、
は
じ
め
に
七
戸
警
察

署
の
川
崎
勝
則
交
通
課
長
が

｢

冬
場

は
歩
行
者
が
見
え
に
く
い
の
で
、
反

射
材
な
ど
を
つ
け
て
目
立
つ
よ
う
な

服
装
で
外
出
し
ま
し
ょ
う｣

と
交
通

安
全
講
話
を
し
て
、
参
加
者
に
反
射

材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
子
ど
も
た
ち
は
お
年

寄
り
た
ち
と
一
緒
に
仲
良
く
も
ち
つ

き
を
し
、
で
き
あ
が
っ
た
お
も
ち
に
、

あ
ん
こ
や
き
な
こ
、
じ
ゅ
ね
な
ど
を

つ
け
て
み
ん
な
で
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

上
北
地
区
い
き
い
き
教
室
の

｢
子

ど
も
達
の
音
読
と
野
の
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
話
会｣

が
こ
の
ほ
ど
、
上
北

小
学
校
で
開
か
れ
、
二
十
名
の
お
年

寄
り
が
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
通
じ
て

読
書
に
親
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
町
内
の
お
年
寄
り

が
、
同
校
の
空
き
教
室
な
ど
を
利
用

し
、
学
習
や
児
童
と
の
交
流
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

読
み
聞
か
せ
会
で
は
、
児
童
た
ち

が
手
作
り
の
地
図
を
使
っ
て

｢

小
川

原
湖
伝
説｣

に
つ
い
て
説
明
し
た
あ

と
、｢

姉
沼
、
妹
沼
の
物
語｣

を
交

互
に
音
読
し
な
が
ら
披
露
し
た
ほ
か
、

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

｢

野
の

花｣

の
方
々
が
大
型
絵
本
な
ど
を
使
っ

て
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
お
年
寄
り
た
ち
は
、
児

童
た
ち
の
音
読
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

七
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
は
こ
の

ほ
ど
、
七
戸
警
察
署
に
交
通
安
全
祈

願
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
日
の
点
灯
式
に
は
、
乙
供
文

化
保
育
園
の
園
児
や
関
係
者
な
ど
約

七
十
名
が
参
加
。
園
児
た
ち
は
、

｢

交
通
安
全
六
つ
の
誓
い｣

を
元
気

に
宣
言
し
た
あ
と
、
同
保
育
園
の
宍

戸
終
治
く
ん
と
高
橋
律
帆
さ
ん
が
点

灯
す
る
と
、
も
み
の
木
に
取
り
付
け

ら
れ
た
電
球
が
飾
ら
れ
た
電
球
が
暗

闇
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
上
げ
な
が

ら
歓
声
を
あ
げ
、
交
通
安
全
を
誓
っ

て
い
ま
し
た
。
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新
東
北
町
農
業
振
興
会
の
設
立
総

会
が
十
二
月
十
九
日
、
北
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
振
興
会
は
町
の
合
併
に
伴
い
、

町
内
五
つ
の
農
業
者
団
体
が
統
合
し

て
発
足
。
会
員
数
は
約
六
百
人
で
、

今
後
は
、
相
互
の
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
経
営
技
術
向
上
の
た
め
の
研

修
や
講
演
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
町

の
農
業
振
興
を
目
的
と
し
た
推
進
活

動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
設
立
総
会
で
は
、
初
代

会
長
に
野
田
頭
稔
町
農
業
士
会
副
会

長
を
選
任
し
ま
し
た
。

����������������		
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D
E
D
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F
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�
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G
9
N

上
北
町
商
工
会
に
よ
る

｢

シ
ラ
ウ

オ
の
踊
り
食
い
体
験｣

が
こ
の
ほ
ど
、

上
北
町
駅
前
商
店
街
特
設
会
場
で
開

か
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
方
々
が
、
ピ

チ
ピ
チ
と
口
の
中
で
跳
ね
る
シ
ラ
ウ

オ
の
食
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
商
工
会
が
年
末
年
始

に
町
内
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
、
約
百
五

十
食
分
を
用
意
し
ま
し
た
。

初
め
て
シ
ラ
ウ
オ
の
踊
り
食
い
を

体
験
し
た
方
は｢

踊
り
食
い
の
方
が
、

コ
リ
コ
リ
し
て
て
、
お
い
し
い
で
す｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

����������������������������������
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東
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
方
々
よ
り
、
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

温
か
い
真
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。(

敬
称
略)

◇
十
二
月
二
十
一
日

▽
上
北
地
区

佐
藤
キ
ヤ

二
〇
、
〇
〇
〇
円

▽
上
北
地
区

匿
名
希
望

三
〇
、
〇
〇
〇
円

◇
十
二
月
二
十
二
日

▽
上
北
地
区

心
月
寺
梅
香
講

(

代
表
‐
川
村
ふ
さ)

三
〇
、
〇
〇
〇
円

�
�
�
�
�
�
�

広
報
と
う
ほ
く
一
月
号
五
ペ
ー

ジ
の
叙
勲
受
章
の
記
事
の
中
で
、

川
村
要
一
郎
さ
ん
の
受
章
し
た
章

の
名
前
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

川
村
要
一
郎
さ
ん
は
じ
め
、
皆

様
に
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。

心
よ
り
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

�
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�
�
�
�
�
�
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東
北
建
設
㈱

(

蛯
沢
は
つ
代
表
取

締
役)

は
こ
の
ほ
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
集
落
の
幹
線
道
路
及
び
県
道

(

八
戸
・
野
辺
地
線
の
一
部)

の
沿

線
に
お
い
て
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
清
掃
活
動
に
は
社
員
二

十
三
人
が
参
加
。
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃

え
な
い
ゴ
ミ
を
分
別
し
な
が
ら
道
路

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
た
ほ
か
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

を
行
な
い
ま
し
た
。

同
社
で
は
今
後
も
環
境
保
全
の
た

め
、
地
域
の
河
川
や
湖
沼
、
道
路
を

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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����－２月13日 (火)
�� �－東北町役場分庁舎前 ９時45分～12時

ＪＡとうほく天間農協Ａコープとうほく店前 13時30分～16時
�����

����－２月27日 (火) 10時～16時 (昼休み：12時30分～13時30分まで)
�� �－東北町役場本庁舎前駐車場
※冬期間には献血者が益々減少し､ 患者さんへの安定供給が難しくなりますので､ 町民の皆様
のご協力をお願いします｡
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寒さも厳しくなり､ 体を動かすのもおっく
うな毎日ですよね｡ ｢寒いから動きたくない､
でもおいしいものは食べたいし…｣ そうして
いるうちに ｢体重が増えている！｣ なんてこ
とはないでしょうか｡
以前､ 糖尿病や高脂血症等は�����と

呼ばれていましたが､ 最近では子どもの肥満
症・糖尿病も増えていることから平成９年に
�	
����と名前が変わりました｡

東北町でも増え続けている生活習慣病｡ 東
北町健診結果を見てみましょう｡


�������������

BMI (体格指数) が ｢肥満｣ の人は全体の
34.6％です｡

健診結果をもとに､ なんとか生活を改善し
て生活習慣病を遠ざけようと努力されている
方もいます｡ 今回は､ 個別健康教育を通し努
力の結果､ 中性脂肪や体重を減らした一人の
方にお話を伺いました｡

����
��
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+ ,-�.  /.0123456789

:;/�<=>?"@ ABCDE8FG/

�<HI

J まず､ 食事内容です｡ 以前は天ぷらや炒
め物が大好きだったけど､ 個別健康教育を通
して､ カロリーの高いものや脂肪の多いもの
を減らしました｡ 何より自分自身が勉強をし
て知識を持つことが大事だと思いました｡ 今
では､ 食品のカロリーやGI値 (血糖上昇率)
表を自分で作り､ 常に見るようにしています｡

+ �.KLBM:NBOP.QRS/T=>

��A�RSU A=V�/THI

J カロリーの高いものや甘いものを摂った
ら､ その後の食事は少しご飯を減らしたり､
内容を変えてバランスを考えて食べています｡
そして､ 寝る前は絶対食べない！あと､ 冬場
以外は週に３日40分位散歩をしていますよ｡

+ 0WBXHYZ�V�/�<HI

J 体が軽くなったし､ 疲れにくくなったか
な｡ 大好きだった揚げ物も今は食べたいと思
わなくなったし｡ 体が慣れた感じです｡ そし
て､ 私以外にも家族がさっぱりした味に慣れ
たようです｡

とっても生き生きと話して下さった北谷さ
ん｡ 最後に一言おっしゃって下さいました｡
�[\]<^A_`Ra`R/TIb`Rc

�]�	d�e	Q<SK]I�

異常値出現者率
血 圧 値 33.9％
血 糖 値 19.1％
中性脂肪値 11.8％

Ｈ13.７月 Ｈ14.３月
体 重 57.4kg →49.6kg
中 性 脂 肪 値 234mg/dl →48mg/dl
総コレステロール 230mg/dl →189mg/dl
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離婚した場合に厚生年金を
分割できるようになる ｢離婚
時の分割制度｣ が平成19年４
月から実施されます｡ 基本的
な仕組みは次のとおりです｡

①対象となるのは､ 平成19年
４月１日以降に成立した離
婚ですが､ 平成19年３月31
日以前の婚姻期間も対象に
なります｡ 事実婚でも､ 届
出により相手に扶養されて
いると認められた第３号被
保険者期間であれば年金分
割の対象期間になります｡
②離婚した場合､ 婚姻期間中
の保険料納付記録 (標準報
酬月額・標準賞与額) を夫
婦間で分割できるようにな
ります｡
③分割の割合は､ 夫婦双方の
対象期間における保険料納
付記録の合計額の上限二分
の一です｡
④分割割合については夫婦間
の合意が必要です｡ 原則､
離婚後２年以内に社会保険
事務所に請求します｡ もし､
合意がまとまらない場合は､
どちらか一方の求めにより､
裁判所が分割割合を決める
ことができます｡

⑤年金分割を受けるためには､
その本人が受給資格を満た
す必要がありますので､ 離
婚後の保険料も納め忘れの
ないようご注意ください｡
⑥分割された年金は､ 夫の死
亡後も受け取れます｡ また､
厚生年金 (報酬比例部分)
額のみに反映し､ 受給資格
期間には反映されず基礎年
金の額にも影響しません｡
詳しくはお近くの社会保険
事務所にお問合せください｡

�
�	
�����

・平成19年４月から65歳以上
の遺族厚生年金受給権者は､
原則として本人の老齢基礎
年金・老齢厚生年金を受け
た上で､ 改正前の制度で受
けられる年金額との差額を
遺族厚生年金として受け取
ることになります｡
・夫の死亡時に､ 子がいない
30歳未満の妻に対する遺族
厚生年金は､ 平成19年４月
から５年間の有期給付とな
ります｡
・子のいない妻には遺族基礎
年金は支給されません｡ こ
の妻に対して､ 夫死亡時に
妻が35歳以上であれば､ 40
歳になるまで待機した後､
中高齢寡婦加算が65歳にな
るまで加算されていました｡
平成19年４月からは ｢夫死
亡時35歳以上の妻｣ の要件
が ｢40歳以上の妻｣ に変更
され､ 妻が40歳前に夫が死

亡した場合は中高齢寡婦加
算がつかないことになりま
す｡
なお､ ここでいう ｢子｣
とは18歳到達年度の末日ま
でか､ 20歳未満で１､ ２級
の障害にありかつ婚姻して
いない子のことです｡
※詳しくはお近くの社会保険
事務所までお問合せくださ
い｡

��������

◆	
―十和田市役所
◆��―２月14日 (水)

10：00～14：00
◆	
―野辺地町中央公民館
◆��―２月８日 (木)

11：00～14：30
◆	
―七戸町柏葉館
◆��―２月28日 (水)

11：00～14：30

�
��������

◆	
―東北町コミュニティ
センター 和室

◆��―２月22日 (木)
11：00～15：00

基礎年金番号通知書及び年
金手帳､ 職歴のメモ等をお持
ちください｡
年金相談も当日受付します｡

������

青森社会保険事務所
℡017－734－7495 (代表)
町民課国民年金係
℡0176－56－3111 (代表)
又は℡0175－63－2111
▽本庁舎 (内線153)
▽分庁舎 (内線548)
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企業 (事業を営む株式会社または､ その他法人格を有する
団体) が､ 平成19年度において､ 生産又は営業の用に直接供
せされる施設又は設備を整備する事業が対象となります｡
☆対象事業は､ 次の条件に該当するものとなります｡
○平成19年４月１日以降､ 平成19年９月末までに着手し､
平成20年２月末日までに完了すること｡
○建物の延べ床面積が新増設により増加すること｡
○雇用者が３人以上増加すること｡
※応募の際は､ 町の推薦票と審査依頼書の提出が必要です｡
������２月23日(金)《注電源地域振興センター必着》
◎制度の詳細､ 問い合わせは､ 東北町役場企画課まで｡
℡0176-56-3111 (代表) 又は℡0175-63-2111内線234

 !�"#$%&'(�")*+,
-./0�123456789:;

平成19・20年度入札参加資格審査申請書 (指名願い) の受
付を開始します｡
◆���	－２月１日～28日 (土・日・祝祭日を除く)

午前９時～12時､ 午後１時～４時まで
◆��
�－東北町役場本庁舎２階財政課工事検査室
◆�
��－中央公契連統一様式・その他関係書類
����� ���	
��
����������

http://www.thk.net.pref.aomori.jp
�������－東北町役場財政課工事検査室

℡0176-56-4068 (直通)

<=>?@ABCDE$FG-HI0JKL
M�NO1��456PQ;

���������� !"#$%&'()*

犯罪や交通事故の被害者やその家族・遺族に､ 精神的ケア
を行なうとともに､ 社会全体の被害者支援意識の高揚を図る
ことで､ 被害者の回復や軽減に資することを目的とする民間
の団体で､ 平成19年10月までに青森市内に設立されます｡
�+,-.+��/012������

１. 青森県警察本部広報相談課犯罪被害者対策室内
あおもり被害者支援センター (仮称) 設立発起人会事務局
℡017-723-4211 内線2182～2184
２. 東北町役場総務課交通防犯係
℡0176-56-3111 (代表) または℡0175-63-2111内線227
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◆� � �

▽２月26日(月)
～３月２日(金)

▽３月５日(月)
～３月９日(金)

◆����

９時～12時､ 13時～16時
◆��－十和田税務署管内
◆�	－十和田税務署申告書

作成会場内

����������


� �－10時～12時

�
�－東北町役場本庁舎

２階休養室
���：人権擁護委員・

行政相談員
※��������	
�

お問い合わせください

��������	
��
����
���������������

���－２月15日 (木) 14：00～15：30
�	�－弘前大学文京町地区総合教育棟401講義室
���－事務系及び技術系職員の採用試験の概要説明､ 大学等の
業務概要説明､ 職員の体験談等
※参加予約は不要｡ ご来場には公共交通機関をご利用ください｡
�����－東北地区国立大学法人等採用試験事務室 (東北大内)
℡022-217-5676 http://www/bureau.tohoku.ac.jp/shiken
弘前大学総務部人事課人事グループ
℡0172-39-3019または℡0172-39-3020

ライフライン確保のため､ 道路掘削の際は､ 下記まで連絡を！
TEL0178－24－6060／FAX0178－24－2960
フリーダイヤル 0120－24－8764
〒031－0072 八戸市城下４－20－34
ＮＴＴ東日本－青森八戸ＩＴサービスセンタ

� � � � � � �

�
�

�
�

�
�

�

�������

�
�

�
�

�
�

�

������－(財)スポーツ安全協会青森県支部〒038－0021青森市安田近野234－７
(財) 青森県体育協会内 ℡017－782－6984 (電話受付時間は平日午前８時30分～午後５時)
※詳しくは､ ホームページ (http://www.sportsanzen.org) をご覧ください｡
●資料請求は､ ＦＡＸでも受付しております｡ 0120－104442 (FAX専用)

������� ●グループ活動中の事故 ●往復中の事故

� � � �
毎年４月１日午前０時～翌年３月31日午後12時 ※年度途中で加入された場
合､ 加入手続きを行った翌日から３月31日までとなります｡

� � １人年額500円～9,000円 (団体の活動内容・年齢構成等により異なります｡



��

��������	
��

���������

青森地方法務局十和田支局
では､ 平成19年１月15日から
不動産登記及び商業・法人登
記の申請について､ 従来の書
面による申請に加え､ インター
ネットを利用したオンライン
での登記申請及び証明書の請
求が可能になります｡
また､ 不動産登記について
は､ 従来の ｢登記済証 (権利
証)｣ の交付に代わり､ ｢登記
識別情報の通知｣ 及び ｢登記
完了証｣ が交付されることに
なります｡ なお､ 現在登記名
義人が持っている登記済証は､
初回の書面申請において､ 添
付書面として利用することが
できます｡
詳しくは､ 最寄りの法務局
にお問い合わせください｡
���������	
��


��������

http://shinsei.moj.go.jp/

�����������
� !��"#$%&'

例年３月は､ 各種申請手続
で､ 運輸局及び事務所の窓口
はたいへん混雑します｡ 特に､
３月中旬頃からは待ち時間が
長くご不便をおかけしており
ます｡ 各種手続きは､ できる
だけ３月15日以前に手続きし
ていただくようお願いします｡
また､ ３月は車検も大変混
雑します｡ 車検は１か月前か
ら受けることができますので､

お早めに受検していただくよ
うにお願いします｡
自動車の各種申請手続きに
はテレフォンサービス､ 車検
には､ ユーザー車検予約をご
利用ください｡
犯罪防止のため､ 窓口での
各種手続きの際に本人確認を
行なっておりますので､ ご理
解とご協力をお願いします｡
������������

▽テレフォンサービス
050-5540-2008
▽ユーザー車検予約
050-5540-2108

��������� !"#

$%&�'

▽テレフォンサービス
050-5540-2009
▽ユーザー車検予約
050-5540-2109

�$%()*+,-－平日
８時45分～12時､ 13時～
16時 (土日祝日は閉庁)

()*+,-./012
3456�$768

最近､ 全国的に反社会的勢
力から業界紙､ 図書等注文な
しに送られ､ 代金を請求され
るケースが多くなっています｡
特定商取引に関する法律第
59条では ｢商品が届いた日か
ら14日又は消費者がその商品
の引取りを業者に請求した日
から７日を経過するまでに業
者が引取りに来ない場合は､
業者はその商品の返還を請求
できない｣ と定められていま
すが､ 紛争防止のため次のよ
うな対応方法がベターです｡
./0123�456789

:;<=

買いたくなければ､ きっぱ
りと断ることです｡ 理由を言
う必要はありません｡

>/*?@A6BCD=

開封していない場合､ 宛名
欄に ｢受取拒否｣ と付箋で朱
書して配達人へ返戻する｡ 家
人不在時に配達された場合､
｢受取拒否｣ と付箋で朱書し
て郵便局かポスト投函か配達
宅配業者へ返戻する｡ 開封し
た場合､ 購読拒否の意思表示
を明確にした上で､ 書留郵便
物で返送する｡ 内容証明郵便
物で通知する方法もあります｡
EFGHI－ (財) 暴力追放
青森県民会議℡017-723-6250

09:;<=>?�@A

地元材を使った家づくりを
通して､ 産業の再生､ 森林の
荒廃防止､ 大工の技の伝承､
住環境を考えます｡
会場では地球環境に優しい
薪ストーブ､ ペレットストー
ブを焚いてお待ちしてます｡
J; 7－３月４日 (日)

13時～16時30分
J;KL－十和田市職業能力
開発校 (℡0176-23-3397)
JM N－飯島泰男氏 (秋田
県立大学木材高度加工研究
所教授) の基調講演､ 当地
域で地元材を使って家を建
てた方々のパネラー報告及
びパネルディスカッション
JOPQ－無料
JR S－100名 (先着順)
E	TUVFGHI

青森県上北地方農林水産事
務所林業振興課
℡0176-22-8111 (内線231)
Fax 0176-22-9161
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